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【本研究の動機・目的】 

 私は、小学 2 年生から高校 3 年生までの 10

年余り野球を続け、大学に入学してからはラク

ロスを始め、部活動中心の生活を送ってきた。

その経験は、自分自身にとって、とても有意義

なものであり、私自身の現在の人格形成に多大

な影響を与えてきたと感じている。その中で最

も私に影響を与えた種目は私がこれまで行った

スポーツの中で、最も長い年月を費やした「野

球」であると感じている。 

 日本の野球は明治時代に始まったとされ、大

正時代に入るとプロ野球も誕生し、現在に至る

まで人気を博してきた。近年では2006年、2009

年に行われたＷＢＣ（ワールド・ベースボール・

クラシック）で日本は二連覇するなど、日本の

野球は注目を集めている。 

欧米の文化である野球が、日本に紹介され、

「する」スポーツとしても「みる」スポーツと

しても定着しただけでなく、日本のスポーツ文

化を語るのに無視できないまでの存在になった

のは、なぜだろうか。そこにどのような背景が

あるのだろうか。そのような問題意識にもとづ

いて、この研究をおこなうに至った。したがっ

て、本研究は、日本における明治期の野球の発

展と普及の経緯を明らかにしたうえで、その要

因について考察するものである。 

 

【研究の方法】 

 本研究は関連文献の講読によって行う。 

 

【各章の概要】 

第１章 日本の野球の始まり 

 明治 5 年（1972 年）、ホーレス・ウィルソン

によって日本に野球が伝来した。当時の野球は

投手は下手投げ、グラブは使用せず素手でプレ

ーするなど現在の野球とは異なっていた。ウィ

ルソンのほかにも「お雇い外国人」によって日

本の各地でほぼ同時期に野球が伝えられた。 

 同じ頃、アメリカ帰りの日本人、平岡煕によ

っても野球が日本に持ち込まれ、日本で初めて

のクラブチームである「新橋アスレチック倶楽

部」が組織された。その活動形態からどのよう

に日本の野球の発展に貢献したかを追う。 

第２章 「一高野球時代」 

 明治 20 年代に入ると一高が日本の野球の中

心的立場に立った。一高では「精神野球」、「勝

利至上主義」を軸に一高野球が形成された。ま

た一高野球出身の中馬庚や正岡子規によって野

球用語の訳語も完成した。一高野球が形成され

るまでの背景、それが普及するまでの経緯を一

高に関連する象徴的な事象から明らかにする。 

第３章 「早慶野球時代」 

 早慶両校で野球が始められ、明治36年（1903

年）になると初の早慶戦が行われた。明治 38

年（1905年）の早大のアメリカ遠征が日本の野

球にどのような影響をもたらしたかについて触

れていき、一高野球を基礎とした野球が続けら

れた要因は何だったのかを示す。また国民的人

気となった野球に対する批判的意見となる野球

害毒論とは一体どういう作用があったのかを考



える。 

結章 

 本章では、第1章から第3章までの内容を総

括する。第1章から第3章の中で述べたことか

ら、我が国の明治期における野球の発展と普及

の要因について考察する。 

 


